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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
平
成
二

十
四
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
あ
た
た
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
は
自
然
災
害
の
猛
威
に

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
に
混
乱
を
招
い

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
た
と
は

言
え
、
未
だ
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
窮
屈

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
わ

ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
わ
が
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
町
勢
の
発
展

を
図
る
上
で
非
常
に
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
打
開
し
て
い
く

た
め
に
は
、
町
民
に
と
っ
て
、
十
分
魅
力
の

あ
る
活
力
溢
れ
た
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ

と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
昨
年
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
三
十
一
年
度
ま
で
の
八
年
間
、
今
後
の
新

た
な
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
、
第
四
次
太

良
町
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

総
合
計
画
を
も
と
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
て
「
連
携
・
協
働
」「
快
適
・
健
や
か
」

「
活
力
創
造
」
を
掲
げ
、
希
望
を
も
ち
、
安

心
し
て
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
様
々
な
施
策
や
事
業
が
推

進
さ
れ
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
方
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
太
良
町
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
念
頭
に
、
町
民

皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
本
年
も
議
会
に
対
し
、
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
「
辰
」
の
年
に
ち
な
み
、

登
り
龍
の
如
く
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

末
　
次
　
利
　
男

議
　
長

ガネッタくん つきみんちゃん

今年１年良い年でありますように !!

臨時議会（第2回）H23.11.22

大浦小学校建設現場

♦大浦小学校管理・特別教室棟改築工事
　請負契約の締結について

・契約者　松尾・増田特定建設工事共同企業体
・契約額　2億8千5百60万円
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12 月 定例議会
12月12日～21日（10日間）会　期

主な事業

23年12月  定例会  議決結果

♦減債基金積立金

♦障害者自立支援給付費

♦保育所緊急整備事業費補助金

♦家庭用合併処理浄化槽補助金

♦高齢者等肉牛飼育基金繰出金

♦過疎対策債

1億2千2百66万6千円

2千2百70万円

5百71万7千円

3百93万2千円

千2百51万9千円

1億円

◎増額補正

報告
第4号 承認

結　　果件　　名議案番号 内　　　容
全員
賛成

第4次太良町総合計画基本構想
及び基本計画

平成24年度から平成31年度までの総合計画基本構
想及び基本計画を定めたことの報告

第56号

第57号

第58号

第59号

可決 全員
賛成太良町税条例の一部改正 個人住民税の寄附金税額控除の適用下減額を

5千円から2千円の引き下げ

可決 全員
賛成

太良町子どもの医療費の助成に
関する条例の制定

３歳以上就学前の医療費の支払い方法を窓口定額
一部払い方式に改めるもの

可決 全員
賛成

太良町母子家庭等医療費の助成
に関する条例の一部改正 医療費対象者が重複する場合の優先条例を規定

可決 全員
賛成

太良町重度心身障害者の医療費
の助成に関する条例の一部改正 医療費対象者が重複する場合の優先条例を規定

第60号 可決 賛成
多数指定管理者の指定

自然休養村センターほか11施設を管理する指定
管理者の候補者に「太良美装」を選定
期間　平成24年4月1日～平成27年3月31日

第61号 可決 賛成
多数指定管理者の指定

中山キャンプ場を管理する指定管理者の候補者
に「太良美装」を選定
期間　平成24年4月1日～平成27年3月31日

第62号

第63号

第64号

可決 全員
賛成財産の無償譲渡 伊福児童館の土地及び建物を玉泉寺に無償譲渡

可決 全員
賛成

平成23年度太良町一般会計補正
予算（第3号）について

195,891千円を追加補正
歳入歳出総額5,461,360千円

可決 全員
賛成

平成23年度町立太良病院事業会
計補正予算（第2号）について 訪問看護ステーション事業費用  2,825千円の増額補正

12月議会は、報告1件、事件議案7件、補正予算2件、計10件が提案され、議決結果は次のとおりです。
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雇用対策の検証は
一 般
質 問 山口　嚴　議員

議
員　

国
・
県
が
推
進
し
た

緊
急
雇
用
対
策
も
、
今
年

度
で
終
わ
る
が
、
太
良

町
も
多
く
の
事
業
に
取
り

組
み
、
新
規
雇
用
の
人
達
、

法
人
・
団
体
と
恩
恵
を
受

け
た
事
と
思
う
が
、
町
と

し
て
の
検
証
（
評
価
）
は
。

町
長　

事
業
費
の
全
額
が
助

成
さ
れ
、
雇
用
確
保
の
点

か
ら
見
た
場
合
、
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
る
。

議
員　

今
回
取
り
組
ん
だ
十

七
事
業
の
中
で
、
プ
ラ
ス

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長　

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
に
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
事
業
を
行
い
、
具
体

的
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
が
展

開
さ
れ
、
さ
ら
に
昆
虫
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
の
立
ち
上
げ

と
い
う
実
績
を
残
し
、
ま

ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
の

評
価
は
い
た
だ
い
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

今
後
の
事
業
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

町
の
単
独
事
業
と
し

て
継
続
し
、
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
は
、
道
の
駅
の

施
設
内
に
新
し
く
設
置
さ

れ
る
観
光
案
内
所
に
入
る

予
定
の
太
良
町
観
光
協
会

に
委
託
し
、
地
域
の
資
源

を
生
か
し
た
町
民
の
手
に

よ
る
、
新
た
な
「
プ
ラ
ス

ま
ち
づ
く
り
」
が
展
開
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

議
員　

し
あ
わ
せ
発
見
事
業

に
つ
い
て
の
評
価
は
。

町
長　

若
者
た
ち
が
交
流
で

き
る
場
を
創
設
し
、
結
婚

を
希
望
す
る
世
代
に
対
し

そ
の
機
会
の
提
供
を
行
う

事
業
で
あ
り
、
三
年
間
で

十
八
回
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
延
べ
二
百
五

十
二
名
の
参
加
が
あ
っ
た
、

期
待
し
た
よ
う
な
実
績
が

見
込
め
ず
、
二
十
三
年
度

に
全
額
助
成
の
事
業
が
終

了
す
る
に
当
た
り
、
今
年

度
を
も
っ
て
、
し
あ
わ
せ

発
見
事
業
も
終
え
、
婚
活

に
関
す
る
事
業
は
、
別
の

形
で
の
方
策
を
検
討
し
て

い
る
。

議
員　

そ
の
方
策
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
、

ま
た
ど
の
く
ら
い
計
画
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
商
工
課
長　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

テ
レ
ビ
番
組
で
、「
も
て

も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ

ン
」
お
見
合
い
大
作
戦
の

番
組
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

参
加
す
る
計
画
を
立
て
、

各
種
団
体
等
に
問
い
合
わ

せ
、
参
加
者
を
募
っ
て
い

る
。

町
長　

こ
の
事
業
は
、
婚
活

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

太
良
町
も
全
国
に
宣
伝
さ

れ
、
町
自
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

資
材
店
舗
の
移
転
工

事
も
進
み
、
新
店
舗
オ
ー

プ
ン
の
日
を
待
つ
だ
け
と

な
っ
た
、
町
が
購
入
し
た

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

建
設
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

協
議
し
て
い
る
と
の
報
告

だ
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
話
し
合
わ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長　

基
本
的
な
内
容
は
、

設
置
は
町
で
、
管
理
運
営

は
民
間
で
行
う
。

　
　

施
設
の
内
容
は
六
次
産

業
化
を
念
頭
に
置
き
、
何

が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
民
間
の
自
由
な
発
想
で

協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

議
員　

施
設
の
利
用
計
画
の

協
議
が
遅
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
協
議
が
十

分
に
熟
す
の
を
ま
っ
て
、

設
計
・
建
設
を
さ
れ
る
の

か
、
そ
の
判
断
は
。

企
画
商
工
課
長　

実
の
あ
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
　

充
分
協
議
を
積
み
重
ね

て
建
設
検
討
に
向
け
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

以
前
行
わ
れ
て
い
た
車
に

よ
る
移
動
販
売
の
方
法
も

必
要
と
思
う
が
、
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
か
。

企
画
商
工
課
長　

買
い
物
弱

者
の
支
援
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
ま
だ
移
動
販
売

を
さ
れ
て
る
事
業
者
も
お

ら
れ
、
そ
う
い
う
方
と
連

携
を
と
る
の
も
必
要
で
、

自
由
な
発
想
の
も
と
で
考

え
た
い
。

答
▼
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
跡
地
の

利
用
計
画
に
つ
い
て

16日オープン予定“JAさがグリーンセンターたら”
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牟田　則雄　議員

太良町の産業は活性化して
いるか。

議
員　

町
の
総
合
基
本
計
画

や
、
町
長
の
施
政
方
針

の
第
一
の
柱
に
掲
げ
る
、

「
賑
い
、
た
ら
活
気
あ
る

産
業
の
ま
ち
」
に
つ
い
て
。

　

ま
ず
産
業
の
活
性
化
の
判

断
基
準
と
し
て
、
町
内
産

業
の
総
生
産
額
、
産
業
別

の
生
産
額
等
、
こ
こ
数
年

の
状
況
は
。

町
長　

平
成
二
十
年
度
の
総

生
産
額
は
、
二
百
十
三
億

二
千
六
百
万
円
で
、
内
訳

は
一
次
産
業
四
十
二
億
九

千
三
百
万
円
、
二
次
産
業

二
十
二
億
四
百
万
円
、
三

次
産
業
百
五
十
三
億
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

一
次
産
業
の
内
訳
は
農

業
が
三
十
六
億
二
千
八
百

万
円
、
林
業
一
億
三
千
六

百
万
円
、
水
産
業
五
億
二

千
八
百
万
円
で
あ
る
。

議
員　

総
生
産
額
で
は
、
県

内
市
町
で
何
番
目
か
。

農
林
水
産
課
長　

県
内
で
二

十
市
町
あ
る
が
、
一
番
下

で
あ
る
。

議
員　

下
か
ら
二
番
目
の
大

町
町
が
、
総
生
産
額
二
百

八
十
三
億
四
千
四
百
万
円

で
、
太
良
町
と
七
十
億
円

位
の
差
だ
が
、
産
業
だ
け

比
べ
る
と
九
十
八
億
九
千

万
円
の
差
が
あ
り
、
太
良

町
は
産
業
が
極
端
に
弱
い

と
思
う
が
、
活
性
化
の
対

策
は
。

企
画
商
工
課
長　

雇
用
の
創

出
、
各
種
産
業
の
振
興
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、

景
気
が
よ
く
な
い
今
、
横

並
び
で
あ
ま
り
伸
び
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

議
員　

町
民
所
得
状
況
は
ど

う
か
。

町
長　

一
人
当
た
り
百
七
十

三
万
四
千
円
（
県
内
最
下

位
）
で
推
移
し
て
い
る
。

答
▼
景
気
の
低
迷
に
よ
り
横
ば
い
で
、

推
移
し
て
い
る
。

議
員　

産
業
の
活
性
化
の
一

つ
と
し
て
六
次
産
業
化
の

方
針
を
掲
げ
ら
れ
た
と
思

う
が
、
六
次
産
業
の
定
義

は
。

農
林
水
産
課
長　

一
次
産
業

に
従
事
す
る
方
が
主
体
と

な
っ
て
農
産
物
の
加
工
、

販
売
ま
で
取
り
組
み
二
次

産
業
、
三
次
産
業
の
利
益

を
一
次
産
業
者
が
生
み
出

す
制
度
で
あ
る
。

議
員　

六
次
産
業
化
に
対
し

行
政
と
し
て
、
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
考
え
か
。

町
長　

六
次
産
業
化
に
取
り

組
も
う
と
す
る
農
林
漁
業

者
は
、
み
ず
か
ら
経
営
全

般
を
考
え
必
要
と
な
る
施

設
、
整
備
等
、
申
請
者
か

ら
の
相
談
や
農
政
局
へ
の

照
会
や
、
調
整
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
今
後

と
も
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

県 計

佐 賀 市

唐 津 市

鳥 栖 市

多 久 市

伊 万 里 市

武 雄 市

鹿 島 市

小 城 市

嬉 野 市

神 埼 市

吉野ヶ里町

基 山 町

上 峰 町

み や き 町

玄 海 町

有 田 町

大 町 町

江 北 町

白 石 町

太 良 町

2,528,236

716,386

286,609

294,414

51,570

265,459

130,277

80,719

90,256

63,204

67,172

47,371

52,416

40,979

57,061

114,187

44,963

26,107

33,953

48,917

16,212

2,923,844

833,985

344,797

321,031

62,959

295,319

154,968

93,033

104,523

75,523

84,726

64,432

57,704

44,334

66,693

119,100

52,872

28,344

37,383

60,793

21,326

83,805

18,037

17,192

1,248

1,825

5,677

3,248

4,489

4,304

2,346

3,122

1,030

215

445

1,688

2,371

1,350

299

1,305

9,322

4,293

802,844

146,716

61,637

141,159

17,033

165,910

29,921

28,081

23,025

10,632

22,043

23,761

26,308

22,966

17,815

3,067

15,961

16,903

19,069

8,633

2,204

2,098,700

705,594

272,841

180,540

44,724

126,142

124,420

62,236

78,512

63,762

60,805

39,906

31,700

20,772

47,980

113,278

37,063

11,587

17,375

44,162

15,301

83,805

18,037

17,192

1,248

1,825

5,677

3,248

4,489

4,304

2,346

3,122

1,030

215

445

1,688

2,371

1,350

299

1,305

9,322

4,293

64,574

8,976

13,560

1,189

1,678

5,203

2,956

3,110

3,290

2,143

2,739

980

193

442

1,658

2,089

1,239

293

1,295

7,913

3,628

3,026

478

705

60

138

366

280

137

59

195

163

50

22

3

22

29

93

6

9

72

136

16,205

8,584

2,927

-

9

108

11

1,241

955

7

220

-

-

-

7

253

17

-

-

1,337

528

1．産業

農林水産業

農　業 林　業 水産業
１次産業市　町　名

市町内
総 生 産

２次産業 ３次産業

平成20年度　経済活動別市町内総生産（実数） （単位：百万円）
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太良町産業振興の考えは

答
▼
行
政
も
前
向
き
に
考
え
協
力
し
た
い
。

見陣　泰幸　議員

議
員　

六
次
産
業
に
つ
い
て
、

一
次
産
業
だ
け
で
な
く
、

二
次
産
業
、
三
次
産
業
が

主
体
と
な
っ
た
い
ろ
ん
な

考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

行
政
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　

町
と
し
て
は
申
請
者

の
相
談
等
に
対
し
国
の
制

度
を
活
用
し
、
六
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
関
係
機

関
と
連
携
し
、
支
援
し
て

い
き
た
い
。

農
林
水
産
課
長　

農
商
工
の

連
携
は
農
林
漁
業
者
と
食

品
産
業
者
が
共
同
で
取
り

組
む
事
業
で
当
然
二
次
産

業
、
三
次
産
業
が
主
体
と

な
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

太
良
町
独
自
の
考
え

方
も
あ
っ
て
い
い
と
思
う

が
。

農
林
水
産
課
長　

生
産
か
ら

加
工
販
売
ま
で
と
な
る
と
、

専
門
知
識
を
有
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
の
助
言
も
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

異
業
種
交
流
会
は
、

何
回
行
い
意
見
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
出
た
の
か
。

企
画
商
工
課
長　

今
ま
で
五

回
開
催
し
、
地
域
活
性
化

に
向
け
て
の
行
動
計
画
、

農
商
工
連
携
、
資
源
の
活

用
、
販
売
の
方
法
等
、
実

の
あ
る
研
修
会
を
し
、
六

次
産
業
化
に
向
け
勉
強
会

を
し
て
い
る
。

議
員　

道
の
駅
太
良
の
西
側

に
あ
る
土
手
か
ら
、
鹿
島

よ
り
の
み
か
ん
畑
ま
で
の

一
面
に
、
芝
桜
を
植
栽
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　

今
は
、
海
岸
よ
り
の

堤
防
に
太
良
、
大
浦
の
小
、

中
学
生
と
各
保
育
園
、
幼

稚
園
児
で
絵
を
描
い
て
貰

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と

つ
に
し
、
芝
桜
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員　

観
光
案
内
所
の
取
り

扱
い
、
運
営
方
法
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

現
在
建
築
中
で
あ
り
、

初
年
度
は
町
が
管
理
し
、

次
年
度
か
ら
観
光
協
会
へ

の
委
託
を
考
え
て
い
る
が
、

協
力
は
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
跡
地

の
利
用
方
法
は
。

企
画
商
工
課
長　

中
身
に
つ

い
て
は
、
実
施
主
体
、
運

営
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
集
約
し
協
議
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

議
員　

竹
崎
城
址
全
体
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
し
て
は
。

町
長　

年
間
三
万
人
位
の
来

場
者
が
あ
り
観
光
客
に
親

し
ま
れ
る
施
設
に
し
た
い
。

企
画
商
工
課
長　

冬
場
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る

が
、
経
費
の
問
題
が
あ
る
。

議
員　

農
地
の
荒
廃
地
は
現

在
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

農
林
水
産
課
長　

平
成
二
十

年
度
の
調
査
で
、
太
良
地

区
百
十
五
・
二
ha
、
糸
岐

地
区
九
十
二
・
六
ha
、
大

浦
地
区
百
七
・
九
ha
、
全

体
で
三
百
十
五
・
七
ha
、

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

山
と
山
を
つ
ぶ
し
て

ひ
と
つ
の
谷
を
埋
め
、
広

範
囲
な
圃
場
整
備
は
出
来

な
い
か
。

町
長　

集
約
農
地
と
し
て
基

盤
整
備
を
し
、
将
来
的
に

は
新
規
就
農
さ
れ
る
方
に

斡
旋
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員　

五
年
後
、
十
年
後
を

見
据
え
て
、
二
代
、
三
代

に
わ
た
り
ひ
と
つ
の
事
業

を
成
し
遂
げ
て
い
く
、
そ

ん
な
考
え
が
あ
っ
て
い
い

と
思
う
が
。

町
長　

大
規
模
な
構
想
に
は
、

土
地
の
問
題
そ
し
て
経
費

の
問
題
、
町
民
皆
さ
ん
の

意
見
等
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
る
と
思
う
が
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

絵を描く予定の道の駅太良の堤防
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江口　孝二　議員

議
員　

自
然
災
害
に
対
す
る
、

町
長
の
防
災
及
び
安
全
対

策
の
考
え
方
は
。

町
長　

町
政
を
預
か
る
者
と

し
て
、
町
民
の
生
命
、
財

産
、
そ
し
て
安
全
・
安
心

を
守
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

い
つ
で
も
災
害
に
対
応
で

き
る
体
制
を
と
れ
る
よ
う

対
策
を
と
っ
て
い
る
。

議
員　

危
険
水
位
等
が
設
置

さ
れ
て
い
る
河
川
が
あ
る

か
。

町
長　

消
防
団
待
機
水
位
は

多
良
川
で
一
・
七
メ
ー
ト

ル
、
糸
岐
川
で
二
・
三
メ

ー
ト
ル
、
は
ん
ら
ん
注
意

水
位
が
多
良
川
で
二
・

一
五
メ
ー
ト
ル
糸
岐
川
で

二
・
七
メ
ー
ト
ル
に
達
し

た
場
合
で
あ
る
。

議
員　

雨
量
計
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
利
活
用
は
。

町
長　

県
と
町
で
、
町
内
七

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

総
務
課
長　

太
良
町
の
場
合
、

雨
量
が
三
時
間
で
八
十
ミ

リ
以
上
に
な
る
と
洪
水
注

意
報
が
、
百
二
十
ミ
リ
以

上
に
な
る
と
警
報
が
出
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

議
員　

河
川
の
水
位
は
有
明

海
の
潮
汐
に
著
し
く
左
右

さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長　

満
潮
の
時
間
は
分
か

っ
て
い
る
か
ら
、
降
雨
量

あ
る
い
は
河
川
の
水
位
等

を
見
守
り
災
害
に
備
え
て

い
る
。

議
員　

多
良
川
の
下
流
、
栄

町
の
新
地
地
区
の
堤
防
の

高
さ
は
二
・
七
メ
ー
ト
ル

し
か
な
く
、
大
雨
の
時
は

絶
え
ず
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
状
態
だ
が
、
堤
防
の

か
さ
上
げ
等
の
必
要
は
。

建
設
課
長　

数
年
前
か
ら
毎

年
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
で
現

地
を
県
に
見
て
も
ら
っ
て
、

要
望
を
し
て
い
る
。

議
員　

河
川
は
町
と
県
が
管

理
し
て
い
る
が
、
打
ち
合

わ
せ
や
協
議
会
等
の
開
催

は
。

町
長　

毎
年
五
月
に
太
良
町

防
災
会
議
を
開
催
し
、
会

議
終
了
後
、
全
員
で
危
険

箇
所
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。

議
員　

多
良
川
の
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
、

左
岸
側
堤
防
の
石
積
み
の

間
か
ら
雑
木
が
多
数
生
息

し
、
距
離
に
し
て
百
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
る
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
議
題
に
挙
が

っ
て
も
い
い
と
思
う
が
。

町
長　

堤
防
も
決
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
早
急
に

土
木
事
務
所
と
連
絡
を
と

り
、
一
日
も
早
く
伐
採
を

さ
せ
た
い
。

議
員　

河
川
の
危
険
箇
所
は

あ
る
か
。

町
長　

特
に
危
険
が
予
想
さ

れ
る
地
域
と
し
て
、
多
良

川
の
豊
足
橋
か
ら
古
賀
橋

の
両
岸
四
百
メ
ー
ト
ル
を

指
定
し
て
い
る
。

議
員　

町
道
四
十
号
線
栄
町

か
ら
古
賀
へ
伸
び
る
道
路

で
八
十
七
メ
ー
ト
ル
の
区

間
、
何
の
安
全
柵
も
施
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
な
ぜ
か
。

町
長　

高
齢
者
等
が
通
行
さ

れ
る
場
合
は
、
危
険
を
伴

う
と
実
感
し
て
い
る
。

　
　

護
岸
敷
で
あ
り
、
県
と

の
協
議
が
必
要
と
な
る
の

で
、
対
策
を
と
っ
て
も
ら

う
よ
う
土
木
事
務
所
に
陳

情
し
て
い
き
た
い
。

河川の防災対策及び河川に隣接
する道路の安全対策を問う

答
▼
い
つ
で
も
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

改修が望まれる多良川下流
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町内の環境整備と状況は
所賀　葊　議員

答
▼
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

議
員　

国
道
二
〇
七
号
波
瀬

ノ
浦
地
区
の
水
下
付
近
流

域
に
は
、
町
内
外
よ
り
多

く
の
方
々
が
ア
サ
リ
掘
り

を
楽
し
み
に
来
ら
れ
る
。

　
　

車
の
駐
車
や
用
足
し
な

ど
時
折
目
に
余
る
光
景
が

見
ら
れ
る
が
周
辺
の
整
備

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

以
前
か
ら
期
限
を
定

め
て
駐
車
禁
止
の
規
制
を

実
施
し
て
お
り
、
看
板
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
注
意
を
喚
起
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

町
道
の
分
岐
点
か
ら

通
る
里
道
周
辺
に
至
っ
て

は
排
便
や
下
着
の
投
捨
て

が
見
受
け
ら
れ
る
が
何
ら

か
の
方
策
が
と
れ
な
い
か
。

総
務
課
長　

貝
を
掘
り
に
来

た
方
の
マ
ナ
ー
の
問
題
と

思
う
が
、
も
の
す
ご
く
目

に
余
る
状
況
に
な
っ
た
時

は
何
ら
か
の
対
策
を
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
。
ま
ず
は
警
察
や
役
場

職
員
等
が
頻
繁
に
入
る
こ

と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

議
員　

特
別
な
里
道
と
考
え

て
清
掃
整
備
に
助
成
金
を

支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。

建
設
課
長　

町
道
の
愛
路
日

実
施
に
つ
い
て
は
委
託
料

と
し
て
行
っ
て
い
る
が
里

道
に
つ
い
て
は
総
延
長
か

ら
考
え
る
と
難
し
い
問
題

だ
と
思
う
。

議
員　

こ
の
里
道
周
辺
に
季

節
的
で
も
、
ご
み
箱
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長　

ご
み
の
持

ち
帰
り
は
マ
ナ
ー
だ
と
思

う
。
季
節
的
で
あ
っ
て
も

現
時
点
で
設
置
す
る
考
え

は
な
い
。

　
　

不
法
投
棄
防
止
の
看
板

設
置
等
も
考
え
な
が
ら
今

後
防
止
等
に
努
め
た
い
。

議
員　

太
良
病
院
か
ら
油
津

海
岸
を
経
て
太
良
嶽
神
社

～
児
童
遊
園
地
～
庁
舎
迄

遊
歩
道
を
兼
ね
た

道
路
建
設
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

現
在
の
町
の

財
政
状
況
で
多
く

の
懸
案
事
項
が
あ

る
中
、
ど
の
程
度

の
優
先
度
が
あ
る

か
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

議
員　

橋
を
か
け
た

場
合
、
油
津
海
中

道
路
か
ら
太
良
嶽

神
社
ま
で
約
45
ｍ
、
元
の

児
童
館
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ま
で
約
65
ｍ
、
太
良

病
院
か
ら
庁
舎
ま
で

合
計
約
１
㎞
あ
る
が
、

有
明
海
を
望
み
な
が

ら
庁
舎
ま
で
気
分
転

換
の
一
つ
と
し
た
道

路
と
思
わ
れ
る
。

　

年
次
計
画
と
し
て

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

別
枠
と
し
て

有
明
海
沿
岸
道
路
を

今
、
国
の
ほ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
こ
の
沿
岸
道
路
が

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
の
時
点
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員　

こ
の
道
路
建
設
が
あ

る
程
度
実
現
の
方
向
へ
向

か
っ
た
場
合
、
油
津
児
童

遊
園
地
を
整
備
す
る
事
に

よ
っ
て
太
良
町
の
沿
岸
道

路
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る

と
思
う
が
単
年
度
計
画
で

は
な
く
、
四
年
後
、
五
年

後
を
見
据
え
て
前
向
き
に

検
討
さ
れ
た
い
。

水
下
地
区
周
辺
の
整
備
は

遊
歩
道
を
兼
ね
た
道
路

整
備
に
つ
い
て

波瀬ノ浦　水下地区付近

油津児童遊園地〜庁舎側

油津海岸〜太良嶽神社
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経
済
建
設
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
九
日
〜
十
一
日
、福
島
県
広
野
町
と
い
わ
き
市
、

群
馬
県
川
場
村
へ
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
広
野
町
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
警
戒
区
域
外

へ
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
住
民
の
一
時
帰
宅
の
中
継
地
点
で
、
地
域
ご

と
に
日
程
が
決
め
ら
れ
防
護
服
に
着
替
え
、
専
用
バ
ス
に
乗
っ
て
の
一
時

帰
宅
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
き
市
で
は
、
津
波
被
害
を
受
け
た
ま
ま
残
さ
れ
た
家
屋
や
、
が
れ

き
の
撤
去
も
ま
だ
ま
だ
な
さ
れ
て
お
ら
ず
津
波
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い

た
。

　
本
町
も
高
潮
対
策
、
防
災
対
策
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
群
馬
県
川
場
村
は
人
口
三
千
五
百
人
の
農
山
村
の
小
さ
な
村
で
は
あ
る

が
、
四
代
の
村
長
さ
ん
が
「
農
業
プ
ラ
ス
観
光
」
を
基
本
路
線
に
一
貫
し

て
取
り
組
み
、
関
東
・
甲
信
越
地
区
「
訪
れ
た
い
道
の
駅
」
五
年
連
続
一

位
の
、
道
の
駅
「
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
」
を
中
心
に
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
形
成
し
、
平
成
二
十
二
年
は
売
上
高
八
億
六
千
二
百
二
十
四
万
円
、
入

込
数
九
十
七
万
人
と
年
々
増
加
を
続
け
、
六
十
二
名
の
村
民
の
就
労
の
場

と
な
り
、
村
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
と
認
識
し
、
ま
さ
に
行
政
と
住
民
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
事
業
で
あ
っ
た
。

　
十
年
、
二
十
年
先
を
見
据
え
て
取
り
組
み
、
一
貫
し
た
政
策
が
必
要
で

あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

　
最
後
の
日
は
、
衆
議
院
の
予
算
委
員
会
を
見
せ
て
頂
き
そ
の
後
、
国
会

議
員
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
視
察
研
修
を
終
え
た
。

▲川場村での研修

被
災
地
の
状
況
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総
務
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
に
、
町
内
の
福
祉
施
設
で
あ
る
宅
老
所
お

お
う
ら
、
宅
老
所
ま
ご
こ
ろ
の
家
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
太
良
の
里
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
さ
ん
は
う
す
、
ふ
る
さ
と
の
森
、
ぬ
く
も
い
ホ
ー
ム
た
ら
、
光

風
荘
の
七
施
設
を
視
察
し
た
。

　
平
成
十
二
年
四
月
に
介
護
保
険
制
度
が
発
足
し
て
十
一
年
目
と
な
る
。

　
我
が
国
の
急
速
な
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
は
介

護
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
要
望

を
尊
重
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
う
。

　
本
町
に
お
け
る
高
齢
化
率
も
高
ま
る
一
方
で
、
少
子
化
や
若
年
層
の
町

外
へ
の
転
出
等
、
町
の
将

来
に
か
か
わ
る
重
要
な
問

題
は
山
積
し
て
い
る
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
通

し
、
介
護
支
援
の
在
り
方

等
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や

介
護
事
業
に
対
す
る
考
え

方
等
、
改
め
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
特
に
ど
こ
の
事

業
所
の
利
用
者
、
職
員
も

笑
顔
が
一
番
で
あ
る
と
の

思
い
で
や
っ
て
お
ら
れ
、

そ
う
い
う
熱
意
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

▲グループホームさんはうす

▲宅老所まごころの家 ▲グループホーム “太良の里”

▲ふるさとの森 ▲ぬくもいホームたら
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議
案
調
査

　十
二
月
十
六
日
に
、
十
二
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　指
定
管
理
者
指
定
に
つ
い
て
道
越
環
境
広
場
を
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
修
理
に
つ
い
て
㈲
太
良
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
、
園
舎
の
改
修
工
事

に
つ
い
て
多
良
保
育
園
を
、
土
地
・
建
物
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
伊
福

児
童
館
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
た
。

▶
多
良
保
育
園

◀
伊
福
児
童
館

決算審査特別委員会
　10 月 26・27・28 日、本委員会を開催、
まず水道会計は年間の有収水量を上げるた
め、配水管の改良工事等施設の充実が図られ
有水率は昨年より上昇したが、今後老朽化等
に対応が必要と思われる。
　次に町立太良病院事業会計については最新
機器の導入、医療スタッフの充実によって、
病床利用率は 64.7 パーセントと前年を 1.8
パーセント下回っているが、病院全体で黒字
経営となり評価できる。
　次に一般会計及び特別会計では、町税の徴収率は現年度課税分で 98.7 パーセント、
滞納繰越分の徴収は 28.7 パーセントと前年を 9.9 パーセント上回った。滞納整理は
最大の努力と手段を持って臨まれたい。
　特別会計においては、各会計とも努力の跡は見えるが今後も健全経営及び財政運営
に更なる努力を望む。

▲決算審査状況
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• 
市
町
村
行
政
講
演
会 

• 
県
民
体
育
大
会
出
場
結
団
式

• 

22
年
度
決
算
勉
強
会

• 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

• 

議
会
広
報
研
修
会

• 

市
町
村
議
会
議
員
研
修

• 

山
林
運
営
委
員
会

• 

差
別
の
現
実
に
学
ぶ
研
修
会

• 

西
部
政
経
セ
ミ
ナ
ー

• 

西
部
広
域
環
境
組
合
定
例
会

• 

森
林
・
林
業
、
林
産
業
活
性
化
九
州
大
会

• 

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
26
・
27
・
28
）

• 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

• 

後
期
高
齢
者
医
療
連
合
定
例
会

• 

佐
賀
県
町
村
議
長
会
議
長
会
議

• 

鹿
島
市
議
会
と
の
交
流
会

• 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

• 

太
良
町
文
化
祭

• 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

• 

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
10

　
　
12

　
　
14

　
　
17
〜
18

　
　
19

　
　

　
　
22

　
　

　
　
24

　
　
30

　
　
５

　
　
７

　
　
12

　
　

　
　
15

　
　
16

　
　

　
　
20

　
　
29

• 

鹿
島
市
議
会
報
告
会
見
学 

• 

第
17
回
学
童
駅
伝
大
会

• 

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
総
会

• 

佐
賀
県
町
村
議
長
会
行
政
視
察

• 

十
夜
市
太
良
町
全
員
ま
つ
り

• 

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

• 

臨
時
議
会

• 

全
員
協
議
会

• 

民
生
委
員
推
薦
会

• 
第
２
回
太
良
町
教
育
研
究
大
会

• 
政
経
セ
ミ
ナ
ー
合
同
例
会

• 

議
会
運
営
委
員
会

• 

12
月
議
会
招
集

• 

議
員
全
員
協
議
会

• 

議
会
一
般
質
問

• 

大
浦
小
改
築
工
事
起
工
式

• 

議
案
調
査
の
た
め
町
内
視
察

• 

議
案
審
議

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

議
会
の
主
な
活
動
10
月
〜
12
月

10月11月

11月12月

平
古
場
公
子

所
賀

　
　廣

牟
田

　則
雄

山
口

　
　嚴

江
口

　孝
二

田
川

　
　浩

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員

編
集
委
員
会

編
集
室
よ
り

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　一
月
四
日
に
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
成
人
式
は
、
成
人

者
を
主
役
と
し
た
催
し
で

「
み
ご
と
」
な
成
人
式
で
あ

り
ま
し
た
。

　平
成
二
十
四
年
も
厳
し
い

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　町
の
一
次
産
業
は
、
農
業
・

漁
業
・
林
業
も
大
変
な
試
練

の
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
産
と

生
活
の
場
と
し
て
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

町
民
の
英
知
を
結
集
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の

真
の
意
志
を
代
弁
す
る
た

め
、
心
を
新
た
に
委
員
一
同

努
力
し
ま
す
の
で
、
率
直
な

ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

◀祝賀放水

太良町消防出初式が町内外
より来賓の方々をお招きし
開催された。
団員全員、年頭の決意を新
たにし、式を閉じた。

1月 8日㈰

太良町消防出初式


